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下 FG）へ実験的に介入し、ST の担える役割を明らかにすることである。 
【方法】1）介入先：浜松市 7 区の内 1 区をモデル地区とし、1 歳 6 カ月健診で経過観
察が必要であると判断された子どもが通う FG。2）FG の概要：月 1 回（2 時間）開催し、
親子遊びなどを通して子どもの発達を促すことを目的とする。また、心理相談員などの
スタッフが保護者の子育てに関する質問や相談に対応する。関わっているスタッフは保











い（6 件）」、「ことばの発達を促す具体的助言方法が知りたい（5 件）」であった。 
【実施内容】①保護者に対する育児支援：1）FG のプログラムの一環として「コミュニ
ケーションの育み方」について保護者を対象とした 10 分程度のミニ講義を 2 回開催。2）
子どもに個別言語検査を実施した際、保護者の悩みを聞き、助言を行った。3）プログ
ラムの中で子どもへの関わり方の見本を示した。②子どもに対する直接支援：聴覚検査










健診関連において ST の専門性へのニーズがあることが明らかとなった。 
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